
電動マルチローター
ヘリコプター

野波 健蔵　のなみ・けんぞう
千葉大学　特別教授

2012年 ＪＳＴ A-STEP探索／情報通信
分野「電動型マルチロータヘリコプタの瞬時
バッテリ交換システムの開発」研究責任者。
13年 ＪＳＴ A-STEP探索／社会基盤分野

「マルチロータヘリコプタの完全自律型オー
トチューニングユニットの開発」研究責任者。

GPS衛星の電波を
受信して自律飛行
するタイプや

自らレーザースキャナーで飛んでいく先の
３D地形データーをつくり障害物を避けて
自律飛行する非GPSタイプがあります

あれは
マルチローター
ヘリコプターと
いうんですよ

このヘリコプターは
完全な自律飛行…
つまり自分で離着陸し
目的地まで飛んで
いけるんです

何？　何？
ひょっとしてUFO目撃!?

誰かがリモコンで
飛ばしている？

違います！

ヘリコプターというと
こういうの
想像しますけど…

ローターが６つある分
安定性が高いんです

これまでは外国製の
ローターが主流だったのですが
そのローターをはじめ
機体のすべてが純国産
まさに日本のものづくり技術が
存分に生かされて
いるんですよ！

驚きの飛行ロボット

電動型マルチロータヘリコプタの
瞬時バッテリ交換システムの開発

［A-STEP探索（H24採択）／情報通信分野］
通常は15分程度の飛行時間だが、バッテリ交換機の
ヘリポートに自動着陸後、瞬時にバッテリを交換して再
び自動離陸させることで、飛行の継続を実現させた。

マルチロータヘリコプタの完全自律型
オートチューニングユニットの開発

［A-STEP探索（H25採択）／社会基盤分野］
通常は時間のかかるモーターやプロペラの調整をオート
チューニングユニットで自動化させ、いつでもどこでも誰
でも簡単に使用できる機体が誕生した。

レーザースキャナーで取得した
データーで作成した3D地図

12 June  2015



ILLUSTRATION：鳥飼規世　PHOTO： 田中昭俊（麴町企画）　編集協力：村井 勉（JST A-STEP担当）

6つのモーターを
使ってこんなふうに
自由にコントロール
します

バッテリー交換は
どうするんですか？

発見後は操縦を
マニュアルに切り替えることで
溺れている人に浮き輪を投下したり
遭難者に食料を投下することも
できます

自動的に交換して
飛び続けることが
できます

だから大きくて重い
バッテリーも不要

このヘリコプターはレーザーで
地形を割り出すので
夜間でも飛べるのです

有人飛行での遭難救助は
日没までしかできませんが

サーモグラフィーを積めば
人がいることも
わかります

4ローターでは
1つのローターが止まると
落ちてしまいますが6ローターは
2つ止まっても飛べるんですよ

これがその
バッテリー
自動交換機

確実な位置に着地できるようヘリポートは
すり鉢状になっていて中央部でバッテリーの交換をします

自律飛行ということは
人が行けない場所へも
行けるという
こと…ですよね？

山岳救助や
海難救助で
活躍できると
いうことですね？

つまり…

そうですよ！

災害などで
孤立した場所に
物資などを届ける
ことも考えられます

マルチローターヘリコプターは
無限の可能性を
秘めているんですね！

マルチヘリコプターは
急速に進化し
普及しています
そのために思わぬ事故が
起き始めているのも事実です

これからは技術の進化
だけでなくヘリコプターを
登録制にするなどの
ルールづくりも進め
より良く社会に貢献できる
ものにしていかなければ
いけないのです

飛んでいく先々で
バッテリー自動交換機を
待機させておけば

バッテリー
自動
交換機

マルチローターヘリコプター
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